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多文化共生社会の構築を目指して 

• 2018年6月の外国人登録者数は264万人 

• 永住者・定住者は年々増加の傾向 

• 日本は多文化共生社会に向かって突き進んでいます 

• 多文化共生社会の実現には、日本人住民と外国人住民のど
ちらか一方が主導するのではなく、協働して構築していくもの
です 

• お互いの違いを知ること、違いが何なのかお互い学ぶこと、 
そして、違いを認めることが必要になるでしょう 

• そんな思いで、日々活動を行っています 
 



活動地域について 

・愛知県海部郡蟹江町  

 総人口37,132人、外国人住民1,398人（3.76%）  

 ➡ 愛知県54市町村のうち第13位※ 

・5小学校、3中学校 ➡ 約90人の外国人児童生徒     

 ➡ ブラジル、フィリピン、中国、ベトナム、タイ 

・両親とも／どちらかが外国籍（日本人の配偶者） 

・保護者は派遣社員として工場労働等「デカセギ」 

 ➡ 1990年以降に来日した「ニューカマー」 
 

 
※愛知県内の市町村に外国人住民数の状況（平成29年12月末現在） 
愛知県県民文化部社会活動推進課多文化共生推進室 
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/tabunka/gaikokuzinjuminsu-h29-12.html 

蟹江町ホームページ「町のプロフィール」より引用 
http://www.town.kanie.aichi.jp/soshiki/2/chou-gaiyou.html 
地図使用許可取得済み 



会設立の経緯 

• 2005年 外国人児童生徒の日本語教育を行うボランティア団体設立 

• 2005年 小中学校での日本語指導と教科指導開始 

• 2008年 保育所でプレスクール  （年長児の就学前教育）開始 

• 2010年 保育所でプレ・プレスクール（年中児の就学前教育）開始 

• 2015年 法人格取得、一般社団法人 

 



通常の事業と単発の事業と二本柱で活動 

・通常の事業とは、行政から委託事業化されて毎日行う事業 
  ①「支援者が小中学校に出向いて行う日本語指導と教科指導」 

  ②「保育所でのプレスクール   （年長児の就学前教育）」 

  ③「保育所でのプレ・プレスクール（年中児の就学前教育）」 
 

・単発の事業とは、その都度助成金に応募して、採択されたら行う事業  

   （過去２年間のイベント） 

   ①2016年 5月 「イスラム圏出身の子どもの支援についての勉強会」 

   ②2016年 7月 「防災セミナー」 

   ③2017年11月 「DST（Digital Storytelling）」 
 



通常の事業 

• 通常の事業とは、行政から委託化されて毎日行う事業 
 



通常の事業 
①2005年～ 小中学校での日本語指導・教科指導 



通常の事業 
①2008年～ 保育所でのプレスクール（就学前教育） 

子どもの発達に
合わせたオリジ
ナル教材の開発 



2010年～ 
保育所所長からの要望を受けて年中児の
「プレ・プレスクール」の開始 



プレスクール最終週末に「小学校入学説明会」 
各国語の通訳、行政の担当者、入学予定の小学校の
教務主任なども参加 



2015年度から指導者養成講座開講 

支援者不足を補うため、子ども課主催 
2015年度   4人 ➡ 全員支援者 
2016年度 19人 ➡ 夏休み教室の支援 
2017年度 11人 ➡ 開講中 



夏休み宿題教室 

夏休みの宿題の一部 

 ・『日誌』（毎日のワークブック） 

 ・読書感想文 

 ・標語入りポスター 

 ・図画 

 ・理科の自由研究 

 ・家庭科作品作り 

 ・工作 

 ・習字… 

 

『日誌』に、「難しいところは手伝って」とあ

るが、日本語力が高くなく、日本の夏休み

の宿題を経験したことのない外国出身の

保護者にとっては、難しいタスク  

手付かずのまま日にち 

ばかり過ぎていき、新学期

に何も提出できない 

そこで、 
2016年度 モリコロ基金 
2017年度 モデル事業 
2018年度 教育課の委託事業化へ 



子どもの参加
には保護者の
承認が必要な
ため、事前に
四ヶ国語に翻
訳したお知らせ
を配布 



・学年ごと／標語入りポスター、習字、
理科の自由研究、工作などの大物宿題
によってグループ分け 
 
 
・2016年度は支援者が少なくて苦慮 
 
・2017年度はSNSで協力を呼びかける 



・小学生は学区外に一人で出歩いてはい
けないため、送迎のレンタカー、運転手の
手配 
 
・早朝勤務・深夜勤務の保護者に送迎を
期待することは不可能 
 
・子どもから参加費500円徴収 
 
・レンタカーを2台借りることは、予算的に
ひじょうに厳しい 
 
・支援者の自家用車で送迎 ➡ 安全性の
問題が浮上 

・夏休みは給食がなくなるため、食生活が不規則になる 
 
・2016年度から軽食を用意 
 
・2017年度 地域の篤志家からカレーライスやハヤシライスの寄付 



・5校の小学校、2校の中学校から子ども

たちが延べ150人参加 

 

・他の学校の子どもと仲良くなる 

 

・出校日に宿題を提出できたことが自信

になる 

 

・各学校の先生方から、外国の子はこれ

まで夏休みの宿題は出さないのが普通

だったが、提出できたことは喜ばしいと

のコメント 



2018年夏異常な暑さ 
暑さ対策を万全に 



単発の事業 

• 単発の事業とは、その都度助成金に応募して、採択されたら 

行う事業  

• 経済的基盤が盤石ではない当団体は、各種助成金に応募して

資金獲得の目途が立った時点で実施する 



近年増加の傾向を見せる 
イスラム圏出身の子どもの生活習慣、 
学校文化などに関する勉強会 



「やさしい日本語」による防災セミナー 

• 災害時に情報弱者となる外国人 

• 住民全員の何ヶ国語かの言語に即座に翻訳して 

  伝達することは時間的、コストの面でも不可能 

• 外国人に必要な情報を伝えるため  

  ➡ 日本人が自分の日本語を調整するため、「やさしい日本語」を学ぶ 

• 「高台に避難してください」 ➡ 「たかいところに にげてください」 

• 「常備薬は何ですか」 ➡ 「いつも のんでいる くすりは なんですか」 

• 「近鉄線は運転見合わせです」 ➡ 「きんてつでんしゃは きません」 



「やさしい日本語」と手話は作り方の構造が同じ 





「できますゼッケン」（避難所で活躍できること）を 
一人ずつ作成 

外国人は要支援者ではなく、避難所で
支援者としても活躍できるように 

2歳の男の子はゼッケンに「あんぱんまんの
うたがうたえます」と書いていました 



50人分の五目ご飯を調理 
「できますゼッケン・りょうり」の人が配膳します  



イスラム圏出身の住民に対する配慮も必要 

ハラール認証を受けた 
長期保存可能なパン 

イスラム圏の住民も食べられる
「豆カレー」を教えてもらいました 



地域住民との交流を目指して－DST 
（Digital Storytelling） 

外国人が「自分の国」「家族」「日

本」など、好きなテーマを選んで、

自分のナレーションと写真・動画

を組み合わせた作品を日本人支

援者の協力を得て作り上げます 







作品の上映会を地域住民とともに 
   上映後に意見交換、そして交流パーティ 



多文化共生社会の構築を目指して 

• 日々の活動の中から課題を見つけ出していくことが重要 

• その課題を解決することは、誰のためなのか、今しなくては
いけないことなのかをよく考えることも必要です 

• それは本当に、日本人住民と外国人住民との共生に必要な
ことなのかを話し合います 

• 課題の解決の道のりには私たちの団体だけで可能なのか、
行政、他の外国人団体、他の団体との協働で実施するのか、
ネットワークが大切になってきます 

• 多文化共生社会の実現には、全員参加が不可欠 



 

ご清聴ありがとうございました 
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